
【iPad ライバル出現！？】
ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ大手のｶﾅﾀﾞのﾘｻｰﾁ･ｲﾝ･ﾓｰｼｮﾝ（ＲＩＭ）は

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝとﾉｰﾄPCの中間に位置付けられる新型の
小型電子端末「ﾌﾞﾗｯｸﾍﾞﾘｰ･ﾌﾟﾚｰﾌﾞｯｸ」を来年の始めに
米国で発売すると発表しました。7ｲﾝﾁﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ搭載、
ｶﾒﾗも２基内蔵し、重さはiPadより300g軽い400g。
価格はまだ未定のようです。競争が激化しそうです！
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沼津経営塾開催日

１０月７日（木）市民文化センター内「てしお」喫茶店 PM7:00より

馬の耳
どんな良い話を聞いても、何も行動しなかった私が「馬」ではな

く「人間」である証明をする為、勉強会等で学んだことをまとめ、
この「馬の耳」を作ることにしました。お世話になっている皆様の
ために、少しでもお役に立てればと思います。

【スマイルワン】
私は普段、運転中はニッポン放送を聞いています

が、講演のＣＤを聞きながら運転するのも良いもの
ですね。 あっ！ もちろん「売上Ｎｏ1」になっ
た杉井先生のＣＤは、磨り減るくらい聞いています
よ！（汗） ｢馬の耳」を読んでくださっている方
から頂いた講演ＣＤの中に、面白いお話がありまし
たので、一部分ですが紹介させて頂きます。

そのＣＤによると、ただ飯を食うために働く事を
｢ライス(rice)ワーク」と言い、仕事に面白みを見
出した人はそれが「ライク(like)ワーク」になり、
続けていくと「ライフ(life)ワーク」になると･･･
なるほどです！

しかし、｢ライフワーク」の上をいくスタイル、
｢ライト(light)ワーク」というものがあるというの
です。それは、“人に明かり灯す仕事”と言う意味
らしいです。自分の理念に添った行動で、人に光を
当てることなのでしょうが、そんな仕事が出来たら、
すばらしいですね。

話は変わりますが、先月から右上の発行元に、
｢スマイルワン」と書かれているのに気づかれまし
たでしょうか？ そんなところまで見ないでしょう
ね。 ｢スマイルワン」は「笑顔が一番！」という、
私の思いから名付けたのですが（まんまですね！）
今までのように電話工事だけをする会社ではなく、
お客様や、周りの方、そして子供たちにも笑顔を与
える事が出来るような会社を作っていきたいという
思いで、付けてみました。
今までは社名が電話工事ですから、電話工事以外の
ことには目が向いていませんでしたが、｢スマイル
ワン」という視線で物事を見ていくと、また違った
チャンスに出会えるかもしれません。現時点では、
今まで休眠していた消毒の仕事を、この｢スマイル
ワン」で復活させました。
スマイルワンを通して、私の思いを｢ライトワー
ク」にしていきたいと思います。

しかし、それには、超えなくてはいけない大きな
壁がいくつもあるのも事実です。どちらかを先にす
るかの「ＯＲ」出なく、両方平行しての「ＡＮＤ」
で挑戦していきます。もちろん、電話工事もしっか
りやっていきますので、｢沼津電話工事」｢スマイル
ワン」どちらも宜しくお願いします。

【こども大好き！】
最近の子供たちは外で遊ばなくなりましたよね！

自宅の近所の公園でも、子供たちの姿をあまり見か
けません。ゲームやインターネットなど、家の中で
遊べるものが増えてしまったからなのか？ 塾や習
い事で忙しいのか？ はたまた少子化で子供の数が
減ってしまったのか？ いずれにせよ、ちょっと寂
しい気がします。

そんな事を思っていた頃、突然大雨になった日が
ありました。
弊社の隣の家の小学生が、お友達と一緒に、傘も差
さず外で遊んでいるではないですか！ ちょっと気
になったので、窓越しに眺めていると、屋根から落
ちる滝のような雨に、修行僧のようなポーズをとっ
て雨に打たれたり、下に溜まった雨水を踏んづけた
り、降ってくる雨を口で受け止めたり･･･
大きな雨音の中、興奮状態の子供たちの声が妙にお
かしく、そして楽しそうで、私のほうまでワクワク、
笑顔になってしまいました。
でも、あれだけびしょ濡れで家に帰って、親に怒ら
れたのだろうなと想像すると、楽しさとのギャップ
がちょっと気の毒に思えてきました。

先日は新幹線の中で、大泣きをしている子供にも
出会いました。新聞を読んでいた男性は、「早く静
かにさせろ！」的な視線をそのお母さんに送ってい
ましたが、そんなに簡単には泣き止みませんよね。
私は子供の泣き声はまったく苦になりません。逆に
笑顔になってしまいます。

私は子供が大好きです。雨に打たれる子供たち、
静かな場所でも遠慮なく泣く子供、病気に苦しむ子
供たち、不登校や引きこもりで笑顔を忘れてしまっ
た子供たち。どんな子供であれ、私は大好きです。

今、私は｢笑い療法士」の資格に挑戦しています。
その資格については、また詳しく書かせていただき
ますが、お医者さんや、看護士さんが挑戦するよう
な資格ですので、正直、私が受けたからといって、
どうなると言うようなものではありません。
しかし、以前して挑戦して合格した「ＣＬ」（建設
的な生き方）の資格や、この｢笑い療法士」の知識
を活かして、子供たちの笑顔を応援できる自分でい
たいと思います。今の時代では、ニコニコ笑いなが
ら子供たちの姿を見ている私を、「変態」と思う人
がいるかもしれないので心配なのですが、気をつけ
て子供たちを幸せにしたいと思います。
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